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はじめに 
東京オリンピックを 2020 年に控え、訪日旅⾏者は年々増加の⼀途を辿っています。また、旅⾏・観
光業は、世界の多くの国で雇用を生み、経済において大変重要な位置を占める産業です。日本はその
豊かな観光資源を、今後益々世界に向けてアピールしていく機運が高まっていくことでしょう。その
ような環境の中、JA Travel and Tourism Business Program（TTBiz）は、旅⾏という⾝近な題材を
通じて、日本の高校生が海外の生徒と⼀緒に日本の良さを再発⾒し、それを海外に発信する⼒をつけ
ることを目的とするコンテスト形式の教育プログラムです。 
 
2012 年度、次世代グローバル人材の育成を目指すアクセンチュア株式会社のご支援を得てスタートし
た TTBiz は、韓国、シンガポール、そしてフィリピンをパートナーとしています。世界は急速にグロ
ーバル化が進んでいますが、「グローバル人材」は単に英語でコミュニケーションができる人ではあり
ません。英語⼒そのものよりも、自⾝の意思を伝えたい、あるいは相⼿の考えを理解したいという意
欲を刺激し、異なる価値観や⽂化を持つ仲間とのコミュニケーション能⼒を高めることで、新たな価
値を生み出せる人材育成を目指しています。 
 
本プログラムは、企業の社員が全面的にバックアップし、Web 会議システムによる打ち合わせ、英語
での旅⾏企画⽴案、プレゼンテーションなど貴重な体験を⽣徒に提供するものです。運営は、全て企
業からの寄付を得て⾏う非営利の活動です。 

 
TTBiz の目的 
TTBiz を通して生徒が下記の能⼒・スキルを育み、将来グローバルに活躍する上で重要となる素養 
やマインドセットを養うことを目指します。また、参加した生徒が次世代のグローバルリーダーとな
り、日本の競争⼒を高める中⼼的な役割を担ってくれることを期待します。 
 
 自国の⽂化・歴史等を再認識し、海外へアピールする⼒ 
 異なる⽂化・価値観を持つ他者と積極的にコミュニケーションをはかる能⼒と語学⼒ 
 自らが考えて課題発⾒、問題の解決に向けて⾏動できる積極性 
 チーム内でのディスカッションを通じて様々な異なる意⾒を纏めあげるリーダーシップ⼒ 
 マーケティング、PR、チームワーク、スケジュール調整、プレゼンテーションなど、将来社会に

出た際に求められるビジネススキル 
 
 
 
 



JA Travel and Tourism Business Program (TTBiz)2018 の進め方 
チーム単位で参加する日本の高校生が、くじ引きで韓国、シンガポール、フィリピンのうち 2 ヶ国の
高校生チームとパートナーシップを組み、協働で所定の条件に基づいた旅⾏プランを⽴案します。書
類選考を通過したチームは、更にアクセンチュア株式会社の社員がメンターとなり、ウェブ会議やメ
ールなどでアドバイスを受けながら企画をブラッシュアップ。最後に英語でプレゼンテーションを⾏
います（報告書なども全て英語で作成）。各チームで作成した旅⾏プランは、あらかじめ提示された基
準の元に審査され、最も優れたプランを作成したチームにはアワードが授与されます。 
 
【学校の役割】 
原則生徒が自主的に進めていくプログラムですので、企画内容についての指導は不要ですが、 
下記につきましてお願い申し上げます。 
 参加生徒の校内募集（参加希望者多数の場合は校内選考） 
 事務局であるジュニア・アチーブメント日本との連絡窓口 
 学校でグループ活動を⾏う際は、Skype へ接続できるインターネット環境と会場の確保 

（⾃宅でも可） 
 最後までやり遂げられるよう活動中の生徒への動機付け、ならびに社会人と接するにあたっての

マナー指導 
 

【高校生の役割】下記の「参加資格」を全て満たすこと 
 
【企業の役割】 
 アドバイザーとして各チームの担当社員を任命し、プログラムを通じて生徒それぞれが成⻑を遂

げられるよう、「教える」のではなく「問いかけて引き出す」コーチングの⼿法でサポートする 
 グローバル人材のロールモデルになるよう生徒に接する 

 
優勝チームへ授与されるアワード 
 優 勝︓海外メンバーと⼀緒に日本国内旅⾏（３泊４日） 
      ※日本メンバーが学校所在地の都道府県近郊を案内する旅⾏となりますが、 

日本メンバーも海外メンバーと⼀緒に宿泊します 
 
参加資格 （定員 20 チーム） 
① 高校 1〜3 年生。1 チームのメンバー人数 3〜4 名で構成のこと。１校あたりの参加チーム数制限

はありませんが、最後までやり遂げようという意欲を持った生徒さんを選出願います。また、 
異なる学校の生徒同⼠でチームを組んでも結構です 

② 英語のコミュニケーションスキル（読む、聞く、書く、話す）がある、もしくは積極的に伸ばし
たい意欲があること 

③ 異なる⽂化や習慣を持つ海外の高校生と、積極的にコミュニケーションを図る意欲があること 
④ 自ら問題を発⾒し、解決に向けて⾏動できる積極性があること 
⑤ プログラム期間中は、事務局・アドバイザーは、高校生ではなく社会人として生徒に対応します。

相応のマナーで臨んでください。時には厳しい指摘・指導もありますので、ご了解下さい 
⑥ 全員が定期的に確認できる添付ファイル受取り可能なメールアドレスを保有していること 
⑦ 最後までやり遂げられること。またキックオフミーティング・予選会（オンライン実施）・決勝戦

（東京集合）に全員参加できること（予選は書類選考通過チーム、決勝戦は更に予選通過チーム
のみ参加） 



⑧ プログラムの事前・実施中・事後に実施される調査シートに全て回答すること 
⑨ TTBiz への参加を妨げるような短期留学など校外の他プログラムに期間中並⾏参加をしない 
⑩ より多くの生徒さんに体験していただくため、過去に TTBiz に参加したことがないこと 
⑪ 連絡窓口となっていただけるご担当教員が１名決まっていること 
⑫ 生徒本人ならびに保護者の⽅に以下の事項にご了承いただけること 

 活動の模様は、写真・ビデオ撮影されること。また、撮影された写真およびビデオは、プログ
ラム普及活動等およびジュニア・アチーブメント日本、アクセンチュア株式会社の広報活動等
において公開される可能性があること 

 メディアの取材等が入り、活動の模様が⼀般公開される可能性があること 
 
参加費用 
無料。また、アクセンチュア株式会社のご厚意により、予選を通過した 4 チームが決勝戦に参加する
ための自宅⇔会場交通費（生徒のみ）は実費支給されます。 
※誠に恐れ⼊りますが、ご引率の先⽣の旅費につきましては、補助がございませんのでご了承下 

さい。上記以外の活動時の交通費等は⾃己負担となります。 
 
参加チーム選考のステップとお申込み方法 
 ステップ１ 

校内で生徒募集をされる際には、下記の必要事項をＥメールに明記の上、まずはご担当教諭より 
yorikr@ja-japan.org までエントリーシートをご請求下さい。 
① 学校名 ②ご担当教諭氏名 ③ご担当教諭Ｅメールアドレス ④学校電話番号 
 

 ステップ２ 
エントリーシートに生徒自⾝がチームで記入し、ご担当の先生より 2018 年 6 月 30 日（土） 
必着で yorikr@ja-japan.org までエントリーシートをお送り下さい。 
 

 ステップ３ 
エントリーシートの記入内容を確認し、チームの参加可否のご連絡を、2018 年 7 月 7 日（土）
までにご担当の先生にお知らせいたします。 

    
主催         
公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本 
 
特別協賛 
アクセンチュア株式会社 
 
後援          
⽂部科学省（予定）       
                              Skype 会議の様子 
お申込・お問合わせ先 
〒140-0001 東京都品川区北品川３－９－３０ 公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本 
電話 090-5557-8726  FAX 03-5460-2403  E メール︓yorikr@ja-japan.org  担当︓⿊⽊ 
 



活動スケジュール（キックオフ、最終審査会以外は予定ですので変更の可能性もあります）  
 

日 程 活 動 

8 月 5 日（日）午後（正式な時間は後報） 
※オンライン実施。Skype にアクセスできればどこ

からでも参加可 

キックオフ・ミーティング 
・プログラム概要説明 
・多国籍チームで活動するときの注意店 
・チーム組合せ発表 

8 月（各チームで活動） 
活動開始準備 
・コミュニケーションのルール・⽅法確認 
・チーム内の役割分担、活動スケジュール決定 

9 月︓課題ワークシート完成 
※ここまでは生徒だけの活動となります 

課題ワークシート作成 
・所定のフォームに旅⾏コンセプト、ターゲッ 

ト顧客等必要事項を記入 
・Skype 等を利用したチームミーティング 

10 月 13 日（土）︓課題ワークシート提出締切 
10 月 27 日（土）︓書類選考通過チーム発表 

アドバイザー社員紹介 
・書類選考通過 12 チームに担当アドバイザーを紹介 

11 月中の下記からチームごとに選択 
10 日（土）・11 日（日）・17 日（土）・18 日（日） 
※オンライン実施。Skype にアクセスできればどこ

からでも参加可 

中間報告会（公式 Skype 会議）※チームごと 
・アドバイザーまたは事務局からアドバイス 
・最終化に向けてアクションプラン策定 

12 月〜2019 年 1 月︓チーム毎に活動 
アクティビティレポート提出、リハーサル実施 
・指摘事項・改善点の反映 
・プレゼンテーション準備 

2019 年 1 月 20 日（日） 時間未定 
※オンライン実施。Skype にアクセスできればどこ

からでも参加可 

審査会予選 
・各分野からの審査員による評価 

2019 年 3 月 10 日（日） 時間未定 
場所︓アクセンチュア東京本社（赤坂 

審査会決勝（予選通過 4 チームのみ） 
・各分野からの審査員による評価 

2019 年 6 月中 アワード旅⾏催⾏ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 TTBiz2017 最終審査会 



過去の優勝⽣徒の声  吉田 優希さん（2016 年度 東京学芸大学附属国際中等教育学校） 
「⼀期⼀会」。ありふれた⾔葉ですが TTBiz、そしてこの４日間にわたる Award Travel はたくさんの人と
の出会いを強く感じた日々だったように思います。 
 
初めてシンガポールと韓国のメンバーと会ったのは去年の８月。最初は何から始めればいいかわからないと
ころからのスタートでした。ましてや英語での会話となると意思疎通が難しく自分の意⾒を上⼿に伝えるこ
とができないこともしばしば。しかし「他グループが思いつかないようなユニークな旅⾏プランを⽴てて優
勝しよう︕」という思いが私たちを団結させ、優勝に導かせたと思います。そして Award Travel。シンガ
ポールと韓国のチームと初めて会い、メンバーから友達となりました。思えばこの友達とは TTBiz に参加
していなければ会えなかっただろうし、同じグループになるのも確率の問題でした。今でも連絡をとるとて
も良いメンバーであり、仲間である友達を得られたことが TTBiz を通して⼀番嬉しいことでした。 
 
他校の参加者との出会いも素晴らしいものでした。旅⾏プランをたててそれを発表する。ただそれだけかも
しれませんがそこに込める地元への想い、おもてなしの⼼、優勝したいという情熱など、同世代の高校生で
も自分とは違う何かを感じることができました。同時に自分はさらに学び、様々な経験をすることが必要だ
と感じたので、今後の学業に活かしていきたいと思います。また、アドバイザー、審査員の⽅と話して将来
について深く考えるようになりました。自分はどのような職業につきたいか、何を成し遂げたいか、彼らと
の出会いを通じて人生のゴールがはっきりしてきたと思います。⼀つ⼀つの出会いで得ることがたくさんあ
り、TTBiz に取り組んだ時間はかけがいのないものとなりました。 
 
ご参考 
 ジュニア・アチーブメントについて 
１９１９年⽶国で発⾜した世界最大の経済教育団体で、⺠間の非営利活動を展開しています。日本本部の設
⽴は１９９５年で、教材を導入する学校は全国に拡大しています。社会情勢がいかように変化しようとも、
子どもたちが「社会のしくみや経済の働き」を正しく理解し、自分の確たる意志で進路選択・将来設計が⾏
えるよう、基本的資質（主体的に社会に適応できる⼒）を育むための支援を提供しています。詳しくは、 
ウェブサイト www.ja-japan.org をご参照ください。 
 
 アクセンチュアについて 
アクセンチュアは「ストラテジー」「コンサルティング」「デジタル」「テクノロジー」「オペレーションズ」
の 5 つの領域で幅広いサービスとソリューションを提供する世界最大級の総合コンサルティング企業です。
世界最大の規模を誇るデリバリーネットワークに裏打ちされた、40 を超す業界とあらゆる業務に対応可能
な豊富な経験と専門スキルなどの強みを生かし、ビジネスとテクノロジーを融合させて、お客様のハイパフ
ォーマンス実現と、持続可能な価値創出を支援しています。世界 120 カ国以上のお客様にサービスを提供
するおよそ 44 万 2,000 人の社員が、イノベーションの創出と世界中の人々のより豊かな生活の実現に取
り組んでいます。アクセンチュアの詳細は www.accenture.com を、アクセンチュア株式会社の詳細は
www.accenture.com/jp をご覧ください。 
 
 アクセンチュア株式会社の企業市⺠活動「Skills to Succeed」について 
アクセンチュアは、事業活動を通じて培った「人材のスキルを高めるノウハウ」を生かし、Skills to Succeed
（スキルによる発展）と呼ぶ全世界共通の社会貢献テーマに取り組んでいます。「2020 会計年度末までに
世界中で 300 万人に就業や起業に関わるスキル構築の機会を提供すること」を目標に掲げ、高い実⾏⼒を
持った NPO 法人と協⼒して、国や地域の実情に合わせて選択した「人材スキルの向上」に関わる様々な活
動を推進しています。日本においては、グローバル化や少子高齢化、労働人口の減少などの社会の構造的な
変化のなかで経済を持続的に発展させていく必要があります。そのためには、働く意欲のある全ての人々に
経済活動へ参加機会を提供し、スキル向上によって、個々人がより高いレベルで能⼒を発揮していくための
支援が⽋かせないという課題認識のもと、社員の能⼒を活かして国や地域の経済発展に貢献できる環境づく
りを促進しています。その⼀環として、初等・中等教育課程の子どもたちを対象にした「次世代グローバル
人材の育成」に取り組んでいます。 


